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Knowledge on the diet  is  important to  lead a healthy life.  In recent years, not only in 
adult but also in children seen in the lifestyle-related diseases, and the Japanese diet requires 
improvement.  Nutrition education is not only  to children and all  citizens need, and the 
expectations for nursery and kindergarten teachers are great. The result of the basics of nutrition 
and meal time of college female students in nursery school, their knowledge from childhood is not 
enough, and interactive learning was effective.
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第Ⅰ章　諸言
ＷＨＯが 2016 年に発表した統計（2015 年）によると、世界全体の平均寿命は 71.4 歳（男性 69.1
歳、女性 73.8 歳）、日本は男女平均 83.7 歳（男性 80.5 歳、女性 86.8 歳）であり、ＷＨＯに加盟し
ている世界 194 の国と地域において 20 年以上長寿国の座を保っている。最下位はシエラレオネの




健康」な状態を意味する。高齢者白書（内閣府 2015）によると、平成 25 年において男性の平均寿
命は 80.21 歳、健康寿命は 71.19 歳、女性の平均寿命は 86.61 歳、健康寿命は 74.21 歳であり、平均
して男性 9.02 年、女性 12.40 年は健康ではない介護が必要な生活をおくっている。
健康とは、ＷＨＯ憲章において「Health is a state of complete physical, mental and social 
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交流が始まり、諸外国との文化交流や貿易だけではなく、それまで日本にはなかったコレラなどの
疫病も入ってくることになった。コレラは特に衛生環境の悪い地域において急激に広がり、1879（明





こうした国民全体の健康増進を目的とした様々な施策により、1960（昭和 35）年に男性 63.5 歳、













近年の学校保健統計や国民健康・栄養調査によると、この 10 年間では男女ともＢＭＩ 25 以上の
肥満者の割合は増えてはいないが、①男女いずれも年齢とともに肥満者の割合は増えている、②男
女とも若い世代にＢＭＩ 18.5 未満の痩せの割合が多い、③男性では肥満傾向、女性では痩身傾向





















よび 30 代では約 50％しかなかった。「気をつけている」と回答した人では、具体的に気をつけて




















業内にて、2016 年 4 月の第１回授業に栄養の基礎知識クイズを実施した。クイズは授業内に配布し、
回答方法について口頭で説明した後に約 20 分間実施した。正解は教員からスライドを用いて説明
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した。学生は赤ペンで自己採点しその後回収した。初回授業の欠席者５名を除き 59 名、平均年齢
は18.6歳であった。同年９月、生活時間調査を実施した。授業内にて記入例および記入用紙を配布し、










を１分単位で区切り記入する生活時間調査表（Figure 2）を用いた。学生は０時から 24 時までの
24 時間を睡眠、食事、生理現象、徒歩や自転車などの各活動（作業）を１分毎に記入した後、24
時間分の各活動を活動毎に生活時間調査計算書（Figure 3）に分類した。解析には、Windows 版
SPSS18.0 および Microsoft Excel2010 を用い、有意性の基準はｐ＜ 0.05 とした。
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橋　本　洋　子　保育者養成課程における女子大生の栄養の知識と食事に関する研究
 
Figure １  栄養クイズ  
 
Figure １　栄養クイズ
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Figure ２  生活時間調査表  Figure 　 調査表
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Figure ３   生活時間調査計算書  Figure ３　
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正解者数を Figure 4 に示した。炭水化物（または糖質）は 32 人（54.2％）、脂質は 34 人（57.6％）、



















Q8．脂質は１ｇにつき７kcal の熱量をもっている  
Q9．たんぱく質は発育・発達の著しい子どもには十分な摂取が必要である 
Q10．生後９か月頃からは離乳食は１日４回食にし、歯ぐきでつぶせる固さが適切である 
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学習成果を把握するために６月に再度栄養クイズを実施した。２回目のクイズでは炭水化物 43
人（74.1％）、脂質 45 人（77.6％）、無機質およびビタミンは 35 人（60.3％）と６割以上が正解であっ
た。２回のクイズを比較すると、２回とも全問正解であった４人を除き正解数が変わらない学生は
７人、不正解が増えた学生は８人、１回目のクイズよりも改善が見られたのは 39 人であった（Table 
１）。また、１回目の平均正解数 1.53 に対し２回目は 2.69 と有意に高く（p=0.037）、繰り返し学習
の効果が示唆された。
 
Figure ５   おさらいテストの例１  
Figure 6  おさらいテストの例 2 
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Table 1  ２回のクイズの正解数の変化  
 
0 1 2 3 4
-4 1 0 0 0 0
-3 1 0 0 0 0
-1 2 2 1 1 0
0 3 3 1 0 4
1 0 0 4 3 4
2 0 6 4 8
3 0 0 0 1 6
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食別よりも個人差が大きかった。 1999 年～2005 年に実施した調査では食事時間は 2003 年の
68.7 分を除き 75 分～87 分であり、減少傾向がみられる。 
 
Table ２   １日の食事時間および食事回数 (n=48) 
 
 











い、などが挙げられている。しかし、１日 24 時間 1,440 分の中で生命を維持し健康の増進を
はかる重要な食事にかける時間は、諸外国と比較しても多くはない。今回の生活時間調査では
食事作りに関わる行動については検討をしていないが、最近の動向としては保護者に弁当をつ
9月11日 9月12日 9月13日 9月19日
1日の食事時間(分) 67.9 63.6 69.6 69.9
1日の食事回数(回) 2.5 2.7 2.6 2.5
正解数 0 1 2 3 4
平均食事時間（分） 52.3±3.43 40.6±16.88 71.0±10.41 70.9±9.58 69.9±4.92
平均食事回数（回） 2.5±0.64 2.2±0.50 2.4±0.65 2.5±0.19 2.7±0.95
1食あたりの食事時間(分) 22.7±4.56 19.9±6.29 29.4±8.63 28.5±8.25 28.7±11.14
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Table ３　栄養素の正解数別の食事時間および回数（n=48）
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